
第４３３号           書窓           令和８年１月２７日 
  

- 1 - 

 

書 窓 

 

 

 

 

 

 

 

 

120 年の対話 

今年 2026 年は、「豊山」という名の誕生から 120 年を迎えます。 

明治 39（1906）年７月 11 日、豊場村と青山村の二つの村が合併し、新たに「豊山村」

が誕生しました。時代はちょうど日露戦争が終わり、日本が近代国家としての歩みを進め

ていた時代。そんな激動のなかで、小さな二つの村が手を取り合い、一つの“まち”とし

ての道を歩み始めたのです。 

しかし、違うものが一つになることは、決して容易なことではありません。それぞれに

生活の文化があり、方言や風習があり、人々の誇りや土地への愛着があったのではないで

しょうか。合併は行政的な手続きであっても、人の「心」が一つになるには多くの“対話”

と時間が必要であったことが想像できます。 

異なるものが一つになる。それは、私たちの日常であっても難しいことです。異文化、

異世代、異なる価値観。そうした“違い”をどう理解し、受け入れ、歩み寄っていくか。 

今回紹介します芥川賞受賞作『彼岸花が咲く島』（著者：李琴峰）は、ふたつがひとつに

なることの難しさと、その豊かさを考えさせられる作品です。物語の舞台は、ニホン語と

女語
じ ょ ご

という二つの言語文化が存在する架空の島。記憶を失った少女（宇
ウ

実
ミ

）が島に漂着後、

島民の少女（游娜
ヨ ナ

）とともに、異なる言語や風習に触れながら、自らの過去と島の歴史を

たどっていくという物語です。宇実と游娜は育ってきた環境や微妙に言葉が通じ合わない

場であっても、それでも二人は共に時間を過ごし、同じ現実に向き合う中で、「完全に理解

できなくても、共に在る」関係を築いていきます。 

この作品は、言葉や環境の違いによって生まれる分断の厳しさと同時に、人が人を思い、

手を差し伸べることで生まれる希望を静かに描いています。また、歴史を継承することと

は、単に出来事や教訓を後世に伝えるだけでなく、そこに込められた

思いや価値観その本質を受け継ぎながら、時代に応じて自分たちの

在り方を模索し続け、それを未来へ伝えていく大切さを問いかけて

います。 

豊山もまた、豊場と青山の二つの地域が互いに歩み寄り、支え合い

ながら今日まで 120 年の歴史を重ねてきました。合併を経験したこ

の町だからこそ、「一つになることの難しさ」と「それでも一つにな

ろうとする価値」を、先人の方々はより深く感じてきたのではないで

しょうか。120 年という節目に、私たちはこれまでの“対話”に学び

ながら、未来への“選択”を考えることができるのかもしれません。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 
 
〒480-0202 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL 0568-28-5449 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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